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は じ め に

仏教儀礼における 「語 り物」 として講式が代表的であるが、 このほかに祭文、表 白、経釈

など講式 と共通する特徴 をもつ曲種 もあり、本稿ではこれらを 「語 り物」 と総称することに

する。 これ ら 厂語 り物」の曲種は、一般に後世の語 り物音楽の形成に大きな影響 を与 えた と

され る。「語 り物」の曲種 は本来口頭性が強かった と推測 されるが、儀礼の固定化 にしたがっ

て次第 に書記性 を強めてい く。今 日に伝 わる 「語 り物」の曲種はすべて 厂書かれた」テキス

トを 「読 む」 ものである。したがって、現行 の 「語 り物」の曲種には 「語 り物」が保有す る

音楽面での 「口頭性」、「即興性」などは失われているものの、それらを裏付ける 「語 り物」

の音楽的語法 をその書かれたものの中に見出す ことができる。

この小論では現行の 「語 り物」の曲種から、「語 り物」たらしめる音楽的な構造を抽出し、

さらに仏教声楽にお ける 「語 り物」の曲種の発展の様相 を提示する。この作業がのちの 「語

り物」の音楽の基本的な構造、およびより複雑な構造へと発展 してい く原理を示すことに繋

がると考 える。

なお、教化以下の曲種の各々について、今日、博士や旋律が伝承 されているのは真言宗の

みであるため、真言宗の場合 を例示する。
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第II部 語 り物の構造 音楽構造を中心に

1日 本の仏教儀礼における 「語 り物の声明」成立の経緯

『高僧伝』の 「巻第十三與福経師唱導師」1)によれば、当時、中国では経典の詞章 によるも

のを唱える 「転読」および 厂梵音」 と、因縁 を交え比喩 を引いて法理 を大衆に説 く 厂唱導」

とが区別 されていた。 さらに前者を専 らとする僧を「経師」、後者を専 らとする僧 を「唱導師」

と称 し、職業的にも分離していた。 日本が大陸より請来 した仏教声楽 は、前者のうち経中の

韻文などを詞章 とするもの、すなわち 「梵音」(厂梵唄」とも)に 相当するものである。「唱導」

についてはその実体ではな く概念を受容 したのである。

日本では当初、中国語の音読による梵唄のみに依拠 した仏教儀礼 を行っていたが、仏教儀

礼の整備拡大 に従い、 日本人にも詞章の意味内容がわか る声明の必要性か ら、唱導に相当す

るものが儀礼の中に取 り込まれるようになった。これらが和文の声明類である。大衆 に向かっ

て語るものである唱導 は、まず儀礼の中では他の声明類 と同様 に本尊 に対 して唱え奉るもの

として展開 していった。すなわち大陸伝来の梵唄の旋律構造 に依拠 した、韻文体の讃嘆の類

である。 これ らは確かに比喩を交 えた分か りやすい内容であるが、一字一字 を長 く引き伸 ば

す ものであ り、詞章をその旋律か ら聴 き取ることは困難であった。 さらに一字一字の旋律が

総体的に短 くな り、歌詞が聴き取れて意味内容が理解できるようになったものが教化の類で

ある。ただ し教化は大陸系の声明の旋律様式 に基づ きながらも、文体 は七五調の和文の韻文

体の形式 を踏襲 している。

大衆に語 りかけるという本来の機能 を有する唱導の類 は、正式な仏教儀礼 に付随 した場、

あるいは仏教儀礼外の場で、大衆の心を捉えるべ く展開してい く。

【図1】 仏教儀礼における語 り物の系譜

讃嘆 ・訓伽陀 ・和讃 →

梵音→大陸系声明 →

攜 蠹1鑠
1辱 三

1黏 談讖甦 →

2旋 律 を構成する要素

ここでは仏教声楽の 「語 り物」の曲種の旋律を構成する要素 について、音韻論レベルおよ

び統辞論 レベルか ら言及する。
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第13章 仏教儀礼における「語り物」の音楽構造(澤田)

(1)音 韻論 レベルの要素

詞章の各字の旋律や細部の旋律 を構成する要素であ り、これには以下の①基本 となる唱法、

②朗誦音、③装飾音、の3つ を挙げることができる。

①基本 となる唱法

平野健次 は言葉の旋律化における様式を吟誦 ・朗誦 ・詠唱の3種 に大別した2)。この概念 に

基づき、 リズム面、音構造面を加 えて仏教声楽の様式を
【表1】 仏教声楽の音楽様式分類分類す

ると【表1】 のように示される3)。仏教声楽では吟

誦が主体のもの としては論義などがあるが、「語 り物」の 旋 律 リ ズ ム

曲種 については、朗誦が主体 となる。 音高不定 吟 誦

仏教声楽の 「語 り物」の曲種のうち朗誦が主体の もの 朗誦音支配構造 詠唱 朗誦

でも・部分的な引き伸ばしをかならず含み・この部分に 籍 奪 懇 籍

ついては詠唱となる・具体的には次項で言及する朗黯 齢 的(重核音 担 講

の支配による鮠 渤 等拍のリズム髄 を主とし(一 朗 支配)鞴 藕 籍

誦)、 装飾音等 による不等拍 ないし不等多拍の引伸ばし

(=詠 唱)を 部分的に含むと説明で きる。

朗誦 ・詠唱については文体 との相関があり、朗誦主体の部分では散文体が、また詠唱主体

の部分では散文体 に加えて韻文体が用いられることが多い(【表2】 参照)。

厂語 り物」の曲種の構造は以上を基本 とし、朗誦の部分および詠唱の部分が② および③の

要素によってそれぞれ変形 し、それが個々の曲種の構造の音韻論 レベルでの特徴 を形成 して

いる。

②朗誦音

朗誦音 について平野は「音楽上の拍 をもったモーラは、ある一定の音高を持つようになる。

この定 まった音高 は大部分単一音であるが、時 としてその音高の上下に、ある範囲(テ リト

リー)で 浮動することもある」4)と説明する。すなわち、朗誦音は一曲の中で、あるいは一曲

の各段落の中では一定であるが、朗誦音の音高がい くつかの要因により、その基本音高から

逸脱することがある。仏教声楽では、 この要因 として、第一に詞章の各字の音韻が、また第

二 として旋律構成上の操作があげられる。

第一の音韻については、仏教声楽一般が持つ旋律形成の基礎的な要素である。 とくに大陸

系の声明では第一義的には各語の四声の抑揚に準 じて旋律のおお まかな抑揚が形作 られ る

が、日本で作 られた 「語 り物」の曲種についてさえもこの原理が踏襲 された。 また第二の旋

律構成上の操作 とは、第一の言葉の抑揚 に準じて作 られた基本の旋律 に音楽的な統一感、終

止感 をもたせるための ものである。

③装飾音

前項①② により形作 られた旋律 を複雑 にし、より音楽的にするものである。ただし、厂語 り

物」の曲種では言語の意味内容が逐次把握可能な範囲の装飾であり、狭義の声明 にみられる
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第II部 語り物の構造 音楽構造を中心に

ような言語が把握できないほど多 くの装飾音を施すことはない。

(2)統 辞論レベルの要素

「語 り物」の曲種について、最大規模である講式が分節できることを前提に、旋律 を類型

化できる範囲で分節す る場合、以下のレベルでの分節が可能である。

レベル0:詞 章の各一字に対応する博士

レベル1:単 語や句などに対応する類型的旋律

レベル2:句 などに対応する類型的旋律(伝 統的曲節用語の一部に対応することもある)

レベル3:句 や文などに対応する類型的旋律(伝 統的曲節用語にほぼ対応する)

レベル4:レ ベル3の 類型的組合わせ

レベル5:段 落(段)

レベル6:全 曲

レベル7:〈 四座講式〉など、複数の講式が組み合わされたもの。

レベル0は 音韻論 レベルのものであるが、博士に依拠する旋律構成の最少単位であるため、

レベル0と して置いた。これは朗誦音の基本音高のままの博士のほか、四声に準じて音高が

変化した博士、前の字の博士 との関わ りで変化した博士、旋律的な効果のための博士、「ユ リ」

や 「イロ」な どの装飾音が施された博士など、一字に対応する博士により規定 され る旋律 の

単位である。

レベル1は いくつかの字に対応する旋律の単位であ り、朗誦部分あるいは詠唱部分の途中

に用いられるもの、それぞれの末尾で用いられるもの と、曲種や曲節によって特徴がある。

レベル2は レベル1に おけるフレーズ末の類型的旋律によって分節できる単位であ り、III

以下の分析ではこのレベルを基本単位 とする。

各レベル と詞章の単語、句、文、段落などとの厳密な対応関係が必ずしもすべての場合に

成立するわけではない。またすべての曲が上記の1か ら7ま でのレベルで分節できるのでは

なく、たとえばレベル7は 講式のみに適用できもので、通常の曲はレベル6ま でにとどまる。

またレベル2～5に ついては、 この4レ ベルの各々が相互 に重なることもある。

「語 り物」の曲種では、語 りかける対象が形式的には仏諸尊であることか ら、詞章が、語

りかける対象 を明らかにして礼拝 し、語 る内容の趣 旨を述べ(A)、本文(B)があり、最後に総括

し回向 ・礼拝する(C)という構成になっている(【表2】 参照)。 これらはレベル5に 対応する

ことになる。

【表2】A語 る対象の特定+恭 敬礼拝の意の表明+趣 旨説明 散文体

B本 文 散文体+韻 文体

C総 括+回 向+礼 拝 散文体
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第13章 仏教儀礼における 「語り物」の音楽構造(澤田)

3基 本 的 な 特 徴

ここでは2で 述べた統辞論的 レベルにおいて、仏教儀礼における 「語 り物」の曲種の うち、

簡単な構造である表白類の曲を分析することか ら、厂語 り物」の曲種の基本的な特徴を抽出し

たい。なお旋律の分析にあたって、【表2】 に示したA、B、C、 すなわちレベル5で 曲をま

ず大きく分節し、レ・ベル2で 、朗誦による部分をr、 詠唱による部分 をs、例外的な旋律部分

はxと 名づけて分節する。r、s、xのそれぞれのヴァリアンテは番号の付加、微細な相違はダッ

シュの付加 によって区別する。

(1)単 純な 「語 り物」の曲種一表 白の旋律構造

① 〈御影供表白〉の場合

この曲は教化 と基本的な旋律 は共通 してお り、大陸系の声明の旋律構造が基盤 にあるが、

教化が詠唱に傾斜 しているのに対 して、 この曲は朗誦 に傾斜 している。したがって声明の音

楽様式に基づ く 「語 り物」 と位置づけるのが正確であろう。朗誦音の基本音高は全曲を通 し

て一貫 し、博士 としては 「徴」で示 され る。

朗誦の部分は、基本的にユ リを含む1漢 字2拍(仮 名の場合は2字2拍)の 無意識的等拍

の リズムに基づき、冒頭 と末尾のrOとxを 除 く部分はすべて、r1、r2、r3の 各類型的フレー

ズの連鎖 によって構成 されている。これらの類型的フレーズはレベル2に おける単位であり、

以下のように、〈御影供表白〉類 に固有のユ リ、すなわち 「甲由」「乙由」「丙由」とい う3種

のユ リ、および句末における朗誦音の基本音高からの逸脱5)によって区別 される。なお、次項

以下の 〈大般若表白〉や講式類の旋律構成 について も同様 にr、s、xの 記号を用いるが、そ

れぞれの曲種で使用する分類記号 はその曲種のみに機能するものであり、記号に対応す る旋

律 フレーズは、曲種間では異なる。

r1=朗 誦+甲 由による引伸ぼし

r2=朗 誦+乙 由による引伸ばし+朗 誦音の基本音高からの逸脱

r3=朗 誦+丙 由による引伸ぼし+朗 誦音の基本音高からの逸脱

〈御影供表白〉全曲の旋律は以上 の類型的フレーズによって 【図2】 のように構成されて

いる。各類型的フレーズをグルーピングし、枠で囲んでレベル3を 示した。さらにレベル4

として、グルーピングできるものは直線で連結 した。

【図2】 〈御影供表白〉の全体構成
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第II部 語り物の構造 音楽構造を中心に

類型的フレーズと詞章の長 さとの対応関係 は 【図3】 に示すように、一定ではない。また

「白して言 さく。夫れ以れば、高祖弘法大師は」の部分のように、文章上では大 きな段落 と

なる部分が旋律上は連続 してい くことが見 られる。以上の特徴は、次に言及する 〈大般若表

白〉系の表 白や講式類 など 「語 り物」の曲種 に共通 した特徴である。また 「初 には」以下お

よび 「後には」以下の二句は対句 となってお り、「甲」「乙」のユ リを用いて旋律 も同様 に対

にしているが、他の部分の旋律様式 とも変わらないため、音楽的には対句の効果が生かされ

ない。

【図3】 〈御影供表白〉の詞章 と類型的フレーズ(部 分)

② 〈大般若表白〉の場合

この曲では朗誦音の基本音高が曲中の二箇所で短3度 上昇 して転位す る。ただし、その朗

誦音は記譜上、いずれ も 「角」の博士で示される。朗誦の部分 は、基本的に1モ ーラ1拍 の

無意識的等拍のリズム、 また転位 した朗誦音による詠唱の部分 は不等拍ないし不等多拍のリ

ズムによる。 この曲は 「語 り物」の曲種 としての旋律の条件を備 えた最 も始源的な構成の曲

といえる。 なお 〈御影供表 白〉と同様にr、s、xの 記号を用いるが、 これらの分類記号の使

用の原則は 〈御影供表 白〉に述べた通 りである。全曲は末尾のxを 除 く部分はすべて、r1、

r2、r3、および転位 した朗誦音によるsの 各類型的フレーズの連鎖によって構成 されている。

このうち、伝統的にはsは 「甲」、s+r3は 厂乙」として区別 されている。全曲の構成 は 【図

4】 に示す。

r1=朗 誦 一ト末尾の音の引伸 ばし

r2=朗 誦+末 尾の音の引伸 ばしと朗誦音の基本音高か らの逸脱

s=転 位 した朗誦音による詠唱+末 尾の音の引伸 ばしと朗誦音の基本音高か らの逸脱
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第13章 仏教儀礼における「語り物」の音楽構造(澤田)

【図4】 〈大般若表白〉全体構成

先の 〈御影供表 白〉に見 られたように、厂白して言さく。夫れ以れば」の部分 は、文章上で

は大きな段落 となる部分であるが、旋律上 は連続している(【図5】 参照)。 このことは講式

類の「表 白段」においても同様である。また朗誦音の基本音高の転位が対句 となっている「甲」、

および 「乙」の上句でなされる。対句の使用は 〈御影供表 白〉で も見 られたが、 この 〈大般

若表 白〉では対句の部分の朗誦音 を転位 させることにより対句 を際立たせている。さらに「乙」

の下句は朗誦で唱えられ、次の部分へ とのブリッジ的な役割 を果す。 これは講式の 「二重」

に接続する 「中音」の役割 と共通する。

【図5】 〈大般若表 白〉の詞章 と類型的フレーズ(部 分)

(2)基 本 的な特徴

大陸系の声明の特質 を継承する 〈御影供表 白〉 と、そうでない 〈大般若表白〉の本文(B)の

部分 を比較すると、前者では1漢 字2拍 によるリズムで、同種の類型的旋律の反復によって

旋律が構成 され、音楽的な変化に乏 しい。 これに対して、後者 は詞章を会話に近い速度で朗

誦 してい く部分 と朗誦音の高さを変 えて詠唱する部分 との対比があり、メリハ リのある構成

をとり、 この相違が 「語 り物」 としての音楽面での特徴 となる。このことから 「語 り物」の

曲種の基本的な特徴 として以下のようにまとめられる。

① 朗誦により1モ ーラ1拍 で唱 える散文体の詞章を主体 とする。

② 朗誦の部分の末尾は何 らかの引き伸ばし、すなわち詠唱で唱えられる。

③ 朗誦の部分は無意識的等拍のリズムにより、詠唱の部分 は不等拍ないし不等多拍の リ

ズムによる。

④ 朗誦音の基本音高が上昇ないし下降することによる転位が行われる。

⑤ 類型的旋律 は小 さい単位か らより大きい単位へ と順次グルー ピングすることがで き

187



第II部 語り物の構造一 音楽構造を中心に一

る。

仏教儀礼 において、かつ音楽面 において、上記の条件 を満たす ものは 「語 り物」の曲種で

あるということができる。 とくに④の特徴 は 「語 り物」をより音楽的に複雑 ・高度にしてい

くための重要な要素である。朗誦音の転位で得 られた高い音域で、四六駢儷体な ど美文調の

対句の使用 により、詞章の中で重要な部分 を詠唱により歌い上げ、表現効果を生み出す。

4講 式の旋律構造

仏教儀礼 における 「語 り物」の曲種の中で最 も大規模 なものが講式である。講式は初期 に

は口頭構成法 もとられ6)、まさに「語 り物」としての特徴を保持 していたが、書記性が次第 に

強まり、声明以来の伝統である四声による点譜法に基づき博士 を点じた。演唱者は博士およ

び師匠の口伝に依拠して講式 を唱えてい くようにな り、演唱者 自身の口頭構成は行われなく

なったのである。

(1)講 式の全体の構成

一つの講式 は複数の段によって構成 されているが、語 りかける対象 を明 らかにして礼拝 し、

語る内容の趣 旨を述べ(A)、本文(B)があ り、最後に総括して回向し礼拝する(C)という構成 をと

ることでは、表 白など規模の小さい曲種 とも共通 している。講式の各段 と対応させ ると、た

とえば天台宗の二十五三昧式における 〈六道講式〉の 「表白」「地獄道」「餓鬼道」「畜生道」

「修羅道」「人道」「天道」「結章文」の各段では、「表白」がA、 「地獄道」か ら 「天道」まで

がB、 「結章文」がC、 として機能 し、講式全体 としてA-B-Cの 構成が保たれているので

ある。同様に、真言宗の 〈涅槃講式〉では 「表白段」がA、 「初段」から 「第四段」までがB、

「第五段」がCと なる。ただし、詞章の内容から、詳細にはAが 「表白段」の前半、Bが 「表

白段」の後半か ら最後の 「回向段」の前半 まで、Cが 「回向段」の後半 に相当す ると判断でき

る。

なお真言宗の 〈四座講式〉のように 〈涅槃講式〉〈十六羅漢講式〉〈遺跡講式〉〈舎利講式〉

の4曲 か らなる複合的な講式 もあるが、各々の講式が上記の構成を保ちつつ、 さらに4曲 が

全体 として整合性を保てるように構成されている7)。

(2)講 式に用い られる類型的フレーズ と伝統的曲節分類用語

ここでは 〈四座講式〉の場合 を例示する。先の表白の場合 と同様 に、類型的フレーズの分

類 にr、s、xの 記号 を用いるが、これ らの分類記号の用法は前述の通 りである。講式では類

型的フレーズ として以下の朗誦 による4種 、および詠唱による4種 に分類 される。詠唱の部

分が 〈大般若表白〉の場合 よりも多様化 していることがわかる。なお以下の分析は貞享版
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(1686)8)の譜本 による。

r1=朗 誦+末 句の引伸ばし

r2=朗 誦+末 句のイロを伴 う引伸ばし

r3=朗 誦+ユ リ+末 句のイロを伴 う引伸ばし

r4=朗 誦+ユ リ+末 句のイロを伴 う引伸ばし+次 フレーズ冒頭句

s1=転 位 した朗誦音による詠唱

s2=転 位 した朗誦音による詠唱+末 句の引伸ばし(朗誦音の基本音高か らの逸脱)

s3=転 位 した朗誦音による詠唱+ユ リ

s4=転 位 した朗誦音による詠唱+ユ リ+末 句のイロを伴 う引伸ばし(朗誦音の基本音高か

らの逸脱)

以上 に分節 したフレーズが1個 、あるいは数個が連鎖 して、「初重」「二重」など伝統的曲

節分類用語に対応するフレーズを形成 してい く。上記のフレーズと伝統的曲節分類用語 との

関わ り、および文体 との関係 は 【表3】 の通 りである。なお 「二重」と 「下音」 は同種 のフ

レーズであるが、朗誦音の基本音高が異なる。

【表3】 講式の曲節と文体

曲節 用いられる類型的フレーズ 詞章の主たる文体

初重r2、r3、r4散 文体

沓s1散 文体

下音s1、s2散 文体

二重s2'散 文体+韻 文体

中音r1散 文体

三重s3、s4韻 文体

(3)詞 章 と類型的フレーズ ・曲節

1つ の類型的フレーズに対応する詞章 の長さは先の表 白類 と同様 に一様ではないが、【図

6】 の 〈舎利講式一表白段〉に示す ように、表白類より総体的に長い。 また 「r4」を用い、

詞章の段落 と旋律の段落をずらして音楽的な流れを遮断しないよう作 られているが、 これは

先の表 白類で見 られた特徴でもある。「二重」や 「三重」では対句が用いられ ることが多 く、

【図6】 では 「志願の風、早 う摩竭の空に通 じ、妙供の雨、速やかに霊跡の場 に灑がん」 と

い う華やかな対句が見える。「三重」に連 なる 「二重」では 「三重」を引き立たせるべ く散文

体が用い られる。

【図6】 〈舎利講式〉の詞章 と曲節(① 表 白段より ②第三段 より)
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(4)「講式」の旋律構成

比較的小規模である 〈舎利講式〉 を例 に、全体の構成をみてい く。 ここでは、先の表 白の

場合 と同様 に、 レベル2を グルーピングして枠で囲み、レ・ベル3と しての分節を示 した。さ

らにレベル4と して類型的なグルーピングができるものは、これ らを直線で連結した(【図6】

参照)。

【図7】 から明 らかなように、講式の詞章 に対する曲節の中で、最 も多い曲節は 「初重」

であるが、唱 える際に朗誦が主体であるため詠唱部分 よりも時間を要さないため、所要時間

としては詞章 における割合よりも少ない。

さて講式の曲節について 「初重」は基礎 となるものであるが、「二重」「三重」がどの段に

もあるわけではない。真言宗の場合 は、「表白段」は 「初重」のみであ り、 また通常、講式の

「初段」など始 まりの部分には 厂三重」は使われず、内容の高揚に準 じて用い られることか
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ら、後置されることが多い。したがって 【図8】 の く涅槃講式〉'の 「初段」 に 厂三重」が見

られ るが、 これはむ しろ例外的である11)。

旋律 は大 きくは朗誦の 「初重」 と、詠唱の 厂二重」および 「三重」 との対比 により、構成

上の効果を生んでいる。「初重」から 厂三重」に至 る構成は1段 中で雁行形をとっているが、

詞章の内容 とのバランスをとりなが ら、徐々にクライマックスへ と進む ように仕組 まれてい

るといえよう。 さらに 「初重」における 「下音」 と 「沓」、また 「二重」における 「中音」は

下位のレベルでの対比による効果を生む。すなわち長い 厂初重」の中で 「下音」や 「沓」 を

挿入することにより 厂初重」の冗長さを解消 し、また音 を長 く引 き伸 ばして唱 える 「二重」

のあとにさらさらと読み流す「中音」を必ず付加する11)ことにより、メ リハ リのある流れを生

み出す。

なお 厂初重」厂二重」「三重」の現行の音程関係については、天台宗 と真言宗 とでは異な り、

また真言宗の中でも南山進流 と豊山派 ・智山派 とで相違があ り、さらに個人による差 も見 ら

れる12)。

講式全体 の各 「重」による旋律構成 を、〈舎利講式〉を例に、各 「重」の高さ、および詞章

の長さを考慮 して 【図9】 に図示した。講式全体が後半に向かって上下行を繰 り返 しなが ら

も徐々に高揚 してい く形が読み取れる。

【図9】 〈舎利講式〉の 厂重」による構成

5仏 教 儀 礼 に お け る 「語 り物 」

(1)「 歌い物」から 「語 り物」へ

いわゆる「歌い物」としての声明を受容 した 日本の仏教儀礼 はその声明の形式を超えた 「語

り物」の曲種 を生み出した。声明においては五音の認識が重要であったが、「語 り物」の曲種

においては、天台宗ではそれら五音の表示の制限から解放された。また真言宗では声明での

中心的な音が 「宮」や 厂徴」であ り、斜 めや垂直の線分による博士により示された ものが、

水平の博士(厂角」に相当)を 中心的な音、すなわち本稿にいう朗誦音 とするに至った。 この

ように声明の記譜 とは 「語 り物」の曲種の記譜 とは意識的に区別 された。

旋律構成 については、声明における一字一字に著 しく長い複雑 な旋律 を形作るという方法

から、「語 り物」の曲種では、一 まとまりの文字グループで類型的な旋律 を形作る方法が とら

191



第II部 語り物の構造 音楽構造を中心に

れた。 この ことと、朗誦音の転位による「重」12)を用いることにより、よ り詞章の意味内容が

理解でき、 しかも音楽的にもより豊で変化 に富み、聴 く人々に効果的な構成方法が追求され

ていった。

「重」の音構造 については、理論上、完全4度 および完全5度 の隔たりにある音 を各 「重」

の中心音(朗 誦音)と する構造が設定 された。今 日では各 「重」の中心音の隔た りは、宗派

や流派、曲種によって異なるが、完全4度 、および長2度 ないし短3度 となってお り、ア ・

カペラの音楽 として、また長時間にわた り独唱する音楽 として、民謡やわらべ うたにも通ず

る歌いやすさを備 えている。

(2)口 頭構成

本来の 「語 り物」としての特性である定型性に依拠する詞章および旋律での口頭構成性 は、

仏教儀礼 における 「語 り物」の曲種では、今 日ほとんど失われている。

詞章については、一般に仏教儀礼 においては、各々の曲種の形式に則 り儀礼の趣 旨に沿っ

た草稿 をあ らかじめ作 り13)、それを「読む」という形を取 るため、詞章 を口頭で構成すること

はありえない。 その意味では、仏教儀礼の中で口頭構成による曲種は 「論義」であるといえ

るが、 これについても今 日では、草稿 を 「読む」、あるいは 「暗誦」するという形で行われて

いる。

旋律 について'は、口頭構成法が歴史的に行われ、講式の初期の段階では各重の音高の決め

方は個人の力量 に応 じることも許 された。 また旋律が定型化された以後で も、儀礼中の 「語

り物」の曲種 は独唱曲であるため、詞章の内容が演唱者 に情動を引き起 こし、それが旋律 を

より表現的 にしていった結果、特徴的な旋律が新たに生 まれることもあった。そして講式の

場合であれば、それらは 「名所」 として定型化してい く。あるいは定型化せず とも、個々人

がよ り聴 く側 を引き付 ける表現の工夫をすることは今 日で も行われうる。

おわ りに

〈四座講式〉や 〈六道講式〉は法会において、前者 は 厂涅槃図」を、後者は 「六道輪廻図」、

といずれ も図像を掲 げて朗誦 される。 また四座講は明恵の時代では野外で樹木や石、卒塔婆

などを用いて、参会者 も参加 しなが ら演劇的に行われた という14)。これ らは「語 り」が絵画的、

演劇的表現 により一層聴衆に強 く迫ることの効果 をねらったものである。仏教儀礼 における

「語 り物」 は、香が漂い数々の装飾で飾 り立てられた、それ自体日常的でない空間を舞台 と

し、これにその 「語 り物」のテーマに関する図像が加わり、演劇的な設定のもとに行われる。

「語 り」を支えるそのような視覚的なものに頼れば、音楽面での追求の必然性 も弱まる。天

台 ・真言両宗以外の宗派では、音楽的追求は行なわず、ほとん ど吟誦で読み、部分的に旋律

的な操作を行 なうという手法 をとってきた。真宗では 「語 り」自体のお もしろさ、自由闊達
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さ の可能 性 は、正 式 な儀礼外 の場 で行 われ る節談 説教 で展 開 された。

仏教儀 礼 にお ける 「語 り物 」 は音楽 的側 面 のほか、視覚 的側 面 とも関わ る。 また儀礼 とい

う強 い制 限が加 わ る中で 「語 り物 」 としての展 開 も限定 され る。天台 ・真 言両宗 の講式 はそ

の よ うな条件下 での工夫 の成果 といえる。
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